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国立大学法人 奈良女子大学
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設置に関するニーズ調査

結果報告書

【企業対象調査】
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企業対象調査

調査対象 企業の採用担当者

調査エリア

北海道、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県、新潟県、富山県、石川県、福井県、

長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、

島根県、岡山県、広島県、愛媛県、福岡県

調査方法 郵送調査

調査
対象数

依頼数 457社

回収数（回収率） 172社（37.6％）

調査時期 2019年11月22日（金）～2019年12月20日（金）

調査実施機関 株式会社 進研アド

１．調査目的

３．調査項目

2022年４月開設予定の奈良女子大学「工学部 工学科」新設構想に関して、企業の
ニーズを把握する。

企業対象調査

• 人事採用への関与度

• 本社所在地

• 勤務先の主な業種

• 従業員数

• 正規社員の平均採用人数

• 本年度の採用予定数

• 採用したい学問分野

• 奈良女子大学「工学部 工学科」の特色に対する魅力度

• 奈良女子大学「工学部 工学科」の社会的必要性

• 奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生に対する採用意向

• 奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生の毎年の採用想定人数

２．調査概要

企業対象 調査概要
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企業対象 調査結果まとめ
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※本調査は、奈良女子大学「工学部 工学科」に対する人材需要を確認するための調査
として設計。奈良女子大学「工学部 工学科」の卒業生就職先として想定される企業
の人事関連業務に携わっている人を対象に調査を実施し、172企業から回答を得た。

• 回答者の人事採用への関与度を聞いたところ、「採用の決裁権があり、選考にか

かわっている」人は25.6％、「採用の決裁権はないが、選考にかかわっている」人

が64.5％と、採用や選考にかかわる人事担当者からの意見を聴取できていると考

えられる。

• 回答企業の本社所在地は、「東京都」が27.3％で最も高い。次いで「大阪府」が

25.6％、「京都府」が8.7％である。

• 回答企業の業種としては「製造業」が42.4％で最も高い。次いで「情報通信業」が

32.0％、「サービス業」が10.5％である。

• 回答企業の従業員数（正規社員）は、「1,000名～5,000名未満」が30.2％で最も高

い。次いで「100名～500名未満」が27.3％、「500名～1,000名未満」が14.5％であ

る。

企業対象 調査結果まとめ

回答企業（回答者）の属性

回答企業の採用状況（過去３か年）／本年度の採用予定数／
採用したい学問系統

• 回答企業の平均的な正規社員の採用人数は、「100名以上」が19.2％で最も高い。

次いで「10名～20名未満」が18.6％、「50名～100名未満」が16.9％である。今回の

回答企業はすべて、毎年１名以上の正規社員を採用している。

• 回答企業の本年度の採用予定数は、「昨年度並み」が59.3％で最も高い。次いで

「増やす」が23.8％である。回答企業の多くで昨年と同等かそれ以上の採用が予定

されている様子である。

• 回答企業の採用したい学問分野を複数回答で聴取したところ、「工学」の割合が

65.7％で最も高い。次いで「理学」が55.8％、「経済・経営・商学」が32.6％である。
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企業対象 調査結果まとめ

奈良女子大学「工学部 工学科」の特色に対する魅力度

• 奈良女子大学「工学部 工学科」の特色に対する魅力度（※）は、すべての項目で

９割を超える。

• 最も魅力度が高いのは、「Ａ．女子大学では初めてとなる「工学部 工学科」を新設

文理融合の現代版リベラルアーツ教育を基盤とし、創造性と批判的思考力を身に

つけ、科学技術で豊かな社会を構築する工学分野での女性リーダーを目指しま

す。」 「Ｂ．工学の基礎となる教養教育と新分野を開拓する専門教育の融合 創造

的課題解決演習（PBL）や学生と企業・研究所等とのコラボ教育など実践を通した

学びに触れることで、現代社会の課題を発見し、解決していく力を身につけます。」

で、ともに97.1％である。

「Ｃ．女性視点の新規分野創出など次世代を担う多様な進路 IoTやロボット、人工

知能などの新技術を使った新規分野を創出する力を身につけることで、各種製造

業や情報通信業、建築、生体医工学などの多様な分野での進路が想定できま

す。」の魅力度は95.3％であるが、「とても魅力を感じる」と回答した人の割合は

71.5％で最も高い。

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した企業の合計値

• 奈良女子大学「工学部 工学科」の社会的必要性については、97.7％（168企業）

が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業からこれからの社会にとって必要な

学部・学科であると評価されていることがうかがえる。

奈良女子大学「工学部 工学科」の社会的必要性
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企業対象 調査結果まとめ

奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生に対する
採用意向・毎年の採用想定人数

• 奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生を「採用したいと思う」と答えた企業は、

93.6％（161企業）である。

• 奈良女子大学「工学部 工学科」の卒業生を「採用したいと思う」と答えた161企業

へ奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生の採用を毎年何名程度想定しているか

聞いたところ、採用想定人数の合計は334名で、予定している入学定員数45名を

大きく上回っている。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇本社所在地別

• 「西日本」エリアに本社がある企業からの採用意向は、94.8％（96企業中、91企

業）。採用想定人数の合計は169人で、予定している入学定員数を３倍以上上

回っている。 「近畿」エリアに本社がある企業からの採用意向は、95.1％（82企業

中、78企業）。採用想定人数の合計は153人で、予定している入学定員数を３倍以

上上回っている。 「大阪府」に本社がある企業からの採用意向は、93.2％（44企業

中、41企業）。採用想定人数の合計は83人で、予定している入学定員数を上回っ

ている。

• 「東日本」エリアに本社がある企業からの採用意向は、92.0％（75企業中、69企

業）。採用想定人数の合計は162人で、予定している入学定員数を３倍以上上

回っている。 「東京都」に本社がある企業からの採用意向は、89.4％（47企業中、

42企業）。採用想定人数の合計は94人で、予定している入学定員数を上回ってい

る。奈良女子大学所在エリアである西日本に限らず、全国からの採用意向が高い。
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◇業種別

• 奈良女子大学「工学部 工学科」の学問内容と関連する「情報通信業」の企業から

の採用意向は、94.5％（55企業中、52企業）。採用想定人数の合計は117人で、予

定している入学定員数を２倍以上上回っている。「製造業」の企業からの採用意向

は、93.2％（73企業中、68企業）。採用想定人数の合計は121人で、予定している

入学定員数を２倍以上上回っている。

◇本年度の採用予定数別

• 本年度の採用予定数を「増やす」と回答した企業からの採用意向は、97.6％（41

企業中、40企業）。採用想定人数の合計は107人で、予定している入学定員数を２

倍以上上回っている。「昨年度並み」と回答した企業からの採用意向は、95.1％

（102企業中、97企業）。採用想定人数の合計は188人で、予定している入学定員

数を４倍以上上回っている。

◇採用したい学問系統別

• 「工学」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、97.3％（113

企業中、110企業）。採用想定人数の合計は225人で、予定している入学定員数を

５倍以上上回っている。「理学」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの

採用意向は、95.8％（96企業中、92企業）。採用想定人数の合計は186人で、予定

している入学定員数を４倍以上上回っている。

◇奈良女子大学「工学部 工学科」の特色に対する魅力度別

• 奈良女子大学「工学部 工学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向は、

いずれの特色でも９割を超えており、予定している入学定員数をすべて大きく上回

っている。

企業対象 調査結果まとめ
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企業対象 調査結果
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回答企業（回答者）の属性（人事採用への関与度／本社所在地）

■人事採用への関与度
Ｑ１. アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。（あてはまる番号１つに○）

■本社所在地
Ｑ２. 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。

採用の決裁権が
あり、選考に

かかわっている

採用の決裁権は
ないが、選考に
かかわっている

採用時には
直接かかわらず、

情報や意見を収集・
提供する立場にある

無回答

全体 (n=172) 25.6 64.5 7.6

2.3

【単位：％】

200 40 60 80 100

北
海
道

茨
城
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

富
山
県

長
野
県

静
岡
県

愛
知
県

滋
賀
県

(n=172)

0.6 0.6 0.6 1.2

27.3

4.1 
1.7 1.2 2.3 4.1 

0.6
0%

10%

20%

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

香
川
県

愛
媛
県

福
岡
県

無
回
答

8.7 

25.6

8.1
4.7

1.2 1.2 2.3 0.6 0.6 2.3 0.6
0%

10%

20%

36



■勤務先の主な業種
Ｑ３. 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

回答企業（回答者）の属性（勤務先の主な業種／従業員数）

■従業員数
Ｑ４. 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

建
設
業

情
報
通
信
業

製
造
業

農
・
林
・
漁
・
鉱
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業

運
輸
業

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

不
動
産
業

飲
食
店
・
宿
泊
業

医
療
・
福
祉

複
合
サ
ー

ビ
ス
事
業

サ
ー

ビ
ス
業

公
務

そ
の
他

無
回
答

(n=172)

1.7

32.0

42.4

0.0 0.6 0.0 2.3 0.0 0.6 0.6 1.7 1.2

10.5

0.0

6.4

0.0
0%

20%

40%

5
0
名
未
満

5
0
名
～

1
0
0
名
未
満

1
0
0
名
～

5
0
0
名
未
満

5
0
0
名
～

1
,
0
0
0
名
未
満

1
,
0
0
0
名
～

5
,
0
0
0
名
未
満

5
,
0
0
0
名
以
上

無
回
答

(n=172)

8.1 6.4

27.3

14.5

30.2

13.4

0.0
0%

10%

20%

30%
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増やす 昨年度並み 減らす 未定 無回答

全体 (n=172) 23.8 59.3 7.6 9.3

0.0

【単位：％】

200 40 60 80 100

０
名

１
名
～

５
名
未
満

５
名
～

1
0
名
未
満

1
0
名
～

2
0
名
未
満

2
0
名
～

3
0
名
未
満

3
0
名
～

5
0
名
未
満

5
0
名
～

1
0
0
名
未
満

1
0
0
名
以
上

無
回
答

(n=172)

0.0

12.2 13.4

18.6

8.7
11.0

16.9
19.2

0.0
0%

10%

20%

正規社員の平均採用人数／本年度の採用予定数

Ｑ５. 貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正規社員の採用数について、お教えください。（あてはまる番号１つに○）

■正規社員の平均採用人数

■本年度の採用予定数
Ｑ６. 貴社・貴団体の本年度の採用予定数は、昨年度と比較していかがですか。(あてはまる番号１つに○)
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経
済
・
経
営
・
商
学

社
会
学

国
際
関
係
学

教
員
養
成
・
教
育
学

生
活
科
学

芸
術
学

そ
の
他

学
ん
だ
学
問
分
野
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い

無
回
答

32.6

22.7 22.1

8.7
13.4

5.2 2.9

27.9

0.0
0%

20%

40%

60%

工
学

理
学

総
合
科
学

農
・
水
産
学

医
・
歯
・
薬
学

看
護
・
保
健
学

文
学

語
学

法
学

(n=172)

65.7

55.8 

32.0

14.5

5.2 1.7

18.6
24.4 26.2 

0%

20%

40%

60%

採用したい学問分野

Ｑ７. 貴社・貴団体では、今後、大学でどのような学問分野を学んだ人物を採用したいとお考えですか。
（あてはまる番号すべてに○）

■採用したい学問分野
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(各n=172)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

Ａ．

女子大学では初めてとなる「工学部 工学科」
を新設
文理融合の現代版リベラルアーツ教育を基
盤とし、創造性と批判的思考力を身につけ、
科学技術で豊かな社会を構築する工学分野
での女性リーダーを目指します。

97.1

Ｂ．

工学の基礎となる教養教育と新分野を開拓
する専門教育の融合
創造的課題解決演習（PBL）や学生と企業・
研究所等とのコラボ教育など実践を通した学
びに触れることで、現代社会の課題を発見
し、解決していく力を身につけます。

97.1

Ｃ．

女性視点の新規分野創出など次世代を担う
多様な進路
IoTやロボット、人工知能などの新技術を使っ
た新規分野を創出する力を身につけること
で、各種製造業や情報通信業、建築、生体
医工学などの多様な分野での進路が想定で
きます。

95.3

69.2 

61.6 

71.5 

27.9 

35.5 

23.8 

1.7

1.7

3.5

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）

■奈良女子大学「工学部 工学科」の特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

Ｑ８. 国立大学法人 奈良女子大学「工学部 工学科」（仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。
貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に感じますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

奈良女子大学「工学部 工学科」の特色に対する魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない
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必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=172)
97.7

（168企業）

0.6

（1企業）

1.7

（3企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

標
本
数

単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
～

９
名

1
0
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 41.0% 28.6% 18.0% 0.6% 4.3% 3.1%

企業数 66 46 29 1 7 5 154

名 66 92 87 4 35 50 334

 全体 161 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=172)
93.6

（161企業）

2.9

（5企業）

3.5

（6企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

奈良女子大学「工学部 工学科」の社会的必要性／
卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた161企業のみ抽出

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

■奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生に対する採用意向

Ｑ10.貴社・貴団体（ご回答者）では、国立大学法人 奈良女子大学「工学部 工学科」（仮称、設置構想中）を卒業した学生に
ついて、採用したいと思われますか。（あてはまる番号１つに○）

■奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生の毎年の採用想定人数

■奈良女子大学「工学部 工学科」の社会的必要性
Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、国立大学法人 奈良女子大学「工学部 工学科」（仮称、設置構想中）は、これからの社会に

とって必要だと思われますか。（あてはまる番号１つに○）

Ｑ11.Ｑ10で「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
採用を考える場合、国立大学法人 奈良女子大学「工学部 工学科」（仮称、設置構想中）を卒業した学生について、
毎年何名程度の採用を想定されますか。（あてはまる番号１つに○）
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全体 (n=172) 161企業 334人

東日本 (n=75) 69企業 162人

　東京都 (n=47) 42企業 94人

西日本 (n=96) 91企業 169人

　近畿 (n=82) 78企業 153人

　　京都府 (n=15) 15企業 32人

　　大阪府 (n=44) 41企業 83人

　　兵庫県 (n=14) 13企業 24人

　　奈良県 (n=8) 8企業 12人

情報通信業 (n=55) 52企業 117人

製造業 (n=73) 68企業 121人

複合サービス事業・サービス業 (n=20) 18企業 48人

その他 (n=24) 23企業 48人

100名～500名未満 (n=47) 45企業 78人

500名～1,000名未満 (n=25) 25企業 58人

1,000名～5,000名未満 (n=52) 48企業 122人

5,000名以上 (n=23) 21企業 51人

10名～50名未満 (n=66) 64企業 116人

50名～100名未満 (n=29) 27企業 92人

100名以上 (n=33) 30企業 81人

増やす (n=41) 40企業 107人

昨年度並み (n=102) 97企業 188人

工学 (n=113) 110企業 225人

理学 (n=96) 92企業 186人

総合科学 (n=55) 53企業 109人

文学 (n=32) 31企業 62人

語学 (n=42) 40企業 88人

法学 (n=45) 44企業 91人

経済・経営・商学 (n=56) 54企業 104人

社会学 (n=39) 37企業 80人

国際関係学 (n=38) 36企業 83人

学んだ学問分野にはこだわらない (n=48) 45企業 92人

特色Ａ　魅力あり (n=167) 159企業 333人

特色Ｂ　魅力あり (n=167) 159企業 334人

特色Ｃ　魅力あり (n=164) 157企業 329人

社会的
必要性別 必要だと思う (n=168) 161企業 334人

「
工
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部
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学
科

」
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色
に
対
す
る

魅
力
度
別
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【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生に対する採用意向／採用想定人数
＜属性別＞

奈良女子大学「工学部 工学科」卒業生に対する
採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※奈良女子大学 「工学部 工学科」に対して、Ｑ10で「採用したいと思う」と回答した企業を
【採用意向企業】と定義し、さらに【採用意向企業】のうち、Ｑ11で具体的な人数を回答
した企業の採用想定人数の合計を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※ 採用想定人数・合計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出
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資料５ 企業対象 調査票
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調査票

Ｑ１． アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。

（あてはまる番号１つに○）

1. 採用の決裁権があり、選考にかかわっている

2. 採用の決裁権はないが、選考にかかわっている

3. 採用時には直接かかわらず、情報や意見を収集・提供する立場にある

Ｑ２． 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。

Ｑ３． 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 建設業 6. 運輸業 11. 医療・福祉

2. 情報通信業 7. 卸売・小売業 12. 複合サービス事業

3. 製造業 8. 金融・保険業 13. サービス業

4. 農・林・漁・鉱業 9. 不動産業 14. 公務

5. 電気・ガス・熱供給・水道業 10. 飲食店・宿泊業 15. その他（ 　）

Ｑ４． 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 50名未満 3. 100名～500名未満 5. 1,000名～5,000名未満

2. 50名～100名未満 4. 500名～1,000名未満 6. 5,000名以上

Ｑ５． 貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正規社員の採用数について、お教えください。

（あてはまる番号１つに○）

1. 0名 4. 10名～20名未満 7. 50名～100名未満

2. 1名～5名未満 5. 20名～30名未満 8. 100名以上

3. 5名～10名未満 6. 30名～50名未満

Ｑ６． 貴社・貴団体の本年度の採用予定数は、昨年度と比較していかがですか。(あてはまる番号１つに○)

1. 増やす 3. 減らす

2. 昨年度並み 4. 未定

裏面へ続く→

国立大学法人 奈良女子大学では2022年（令和４年）４月より、「工学部 工学科」 （仮称）を新設することを構
想しています。
このアンケートは採用ご担当者の皆様からご意見をお伺いし、より充実した大学や学部・学科にするための参
考資料とさせていただくものです。
このアンケートで得られた情報や回答内容は、上記の目的のための統計資料としてのみ活用し、個人を特定
することは一切ありません。
つきましては、ぜひアンケートへのご協力をお願いいたします。

国立大学法人 奈良女子大学
「工学部 工学科」（仮称、設置構想中）に関するアンケート

都 ・ 道 ・ 府 ・ 県　←１つに○本社（本部）所在地

※このアンケートや同封した資料に記載されている事項はすべて予定であり、内容が変更になる可能性があります。

はじめに、貴社・貴団体についてお伺いいたします。
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調査票

Ｑ７． 貴社・貴団体では、今後、大学でどのような学問分野を学んだ人物を採用したいとお考えですか。

（あてはまる番号すべてに○）

1. 工学 7. 文学 13. 教員養成・教育学

2. 理学 8. 語学 14. 生活科学

3. 総合科学 9. 法学 15. 芸術学

4. 農・水産学 10. 経済・経営・商学 16. その他（ 　　　）

5. 医・歯・薬学 11. 社会学 17. 学んだ学問分野にはこだわらない

6. 看護・保健学 12. 国際関係学

Ｑ８． 国立大学法人 奈良女子大学 「工学部 工学科」 （仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。

貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に感じますか。

（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

とても ある程度 あまり まったく

魅力を 魅力を 魅力を 魅力を

感じる 感じる 感じない 感じない

○○である。 → １ ２ ３ ４

Ｑ９． 貴社・貴団体（ご回答者）は、国立大学法人 奈良女子大学 「工学部 工学科」 （仮称、設置構想中）は、

これからの社会にとって必要だと思われますか。（あてはまる番号１つに○）

1. 必要だと思う 2. 必要だと思わない

Ｑ10． 貴社・貴団体（ご回答者）では、国立大学法人 奈良女子大学 「工学部 工学科」 （仮称、設置構想中）を

卒業した学生について、採用したいと思われますか。（あてはまる番号１つに○）

1. 採用したいと思う 2. 採用したいと思わない

Ｑ11． Ｑ10で「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。

採用を考える場合、国立大学法人 奈良女子大学 「工学部 工学科」 （仮称、設置構想中）を

卒業した学生について、毎年何名程度の採用を想定されますか。（あてはまる番号１つに○）

1. １名 3. ３名 5. ５名～９名

2. ２名 4. ４名 6. 10名以上

国立大学法人 奈良女子大学では、2022年（令和４年）４月に、
新しく 「工学部 工学科」 （仮称）を設置することを構想しています。

※ ここからは、アンケートに同封している資料をご覧いただいた上でお答えください ※

例．

A.

女子大学では初めてとなる「工学部 工学科」を新設
文理融合の現代版リベラルアーツ教育を基盤とし、創造性と批判的思考
力を身につけ、科学技術で豊かな社会を構築する工学分野での女性
リーダーを目指します。

→ ２ ３ ４

B.

工学の基礎となる教養教育と新分野を開拓する専門教育の融合
創造的課題解決演習（PBL）や学生と企業・研究所等とのコラボ教育など
実践を通した学びに触れることで、現代社会の課題を発見し、解決してい
く力を身につけます。

→ １ ２ ３

１

４

２ ３ ４

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました。～

C.

女性視点の新規分野創出など次世代を担う多様な進路
IoTやロボット、人工知能などの新技術を使った新規分野を創出する力を
身につけることで、各種製造業や情報通信業、建築、生体医工学などの
多様な分野での進路が想定できます。

→ １
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資料６ 奈良女子大学における工学部設置への要望書
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